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Lyric Colors vol.8 発行（公財）長岡市芸術文化振興財団
〈2023年2月25日発行〉

アコーディオニスト  coba
スペシャルインタビュー

葉加瀬太郎が長岡初見参！
特報　長岡市立劇場開館50周年記念事業

2023
WINTER
TAKE FREE

公益財団法人 長岡市芸術文化振興財団　 広報誌

［出演］ 森麻季（ソプラノ）　錦織健（テノール）　山岸茂人（ピアノ）

♥森 麻季　★錦織 健

［曲目］ ヴェルディ ： 歌劇「椿姫」より “乾杯の歌” ♥★
 プッチーニ ： 歌劇「ラ・ボエーム」より “冷たき手を” ★
 プッチーニ ： 歌劇「ラ・ボエーム」より “私の名はミミ” ♥
 プッチーニ ： 歌劇「蝶々夫人」より “バタフライは見捨てられ～それでも幸せ”《愛の二重唱》 ♥★
 山田耕筰 ： からたちの花 ♥
 服部良一 ： 蘇州夜曲 ★　ほか

アメイジング・ソングス ～愛と煌めきを歌にのせて～
全席指定　4,0００円　※未就学児入場不可 

5/14
リリックホール コンサートホール

日

ピアノ／グエン・ヴィエット・チュン

山岸 茂人（ピアノ）

開場／13：15
開演／14：00　

グエン・ヴィエット・チュン  ピアノ・リサイタル

森 麻季 ＆ 錦織 健 デュオ・リサイタル

森 麻季 ＆ 錦織 健 デュオ・リサイタル

グエン・ヴィエット・チュン  ピアノ・リサイタル

注目公演

アメイジング・ソングス ～愛と煌めきを歌にのせて～

全席指定　3,000円　※未就学児入場不可

5/21
リリックホール コンサートホール

日

開場／13：15
開演／14：00

人気・実力を兼ね備えた森麻季さんと錦織健さんの組み合わせによる、名アリアや日本歌曲
などをたっぷりと堪能できるコンサートです。そして、この二人をサポートするのは、多くの歌
手たちがこぞって指名するピアニスト、山岸茂人さんです。彼らの紡ぐハーモニーから、華麗
なオペラの世界が目の前に浮かび上がることでしょう！それぞれのリサイタルとはひと味違う
プログラムを、楽しいトークとともにお楽しみください。

1980年のダン・タイ・ソンによるアジア人初の快挙、ショパン国際ピアノコン
クール優勝から40年―、ベトナム人として同コンクール本選出場を果たした
グエン・ヴィエット・チュンさん。ハノイに生まれ、8歳から多くの国内外の音楽
コンクールに挑み、直近では、2021年にポーランドで開催された全国ピアノ
フェスティバル「若きピアニストの弾くショパン」コンクールにおいて第1位を
獲得しています。そして、ヨーロッパ諸国を中心に各国のオーケストラとの共
演など、精力的な活動を世界で展開されているなか、日本での初リサイタル
が決定しました。
今後の活躍が注目されている、今年26歳の若き実力者の演奏にご期待ください。

オペラ界の華が夢の共演！ 
魅力あふれる二人の歌声が
美しくロマンティックな世界へ誘います

ベトナムの新星 日本初リサイタル！

［曲目］
モーツァルト ： ピアノ・ソナタ第10番 ハ長調　K.330
シューベルト ： 即興曲 作品90（D899）
シ ョ パ ン ： バラード４番 ／ ピアノ・ソナタ第2番 「葬送」 Op.35 変ロ短調

森 麻季（ソプラノ）

©Yuji Hori

錦織 健（テノール）

©大八木 宏武（都恋堂）

©横井 明彦

令和5年度 これから続 と々新着情報を
お届けします！ お楽しみに！

チケット発売中

チケット発売中

長岡市立劇場へ
行ってみよう！

開館50周年特集

Lyric

Colorsリリック カラーズ

vol.8
今年、長岡市立劇場は開館50周年。
心躍り、感動あふれるステージをこれからも̶。

春の コンサートオ  ス   ス   メ



設計者が三尺玉を

意識して３の数字

にこだわったらし

いですよ！
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授乳コーナー（3F）

エレベーター

張出舞台

車いすから降りずにご鑑賞いただけます。
お越しの際は管理玄関からの
ご入館が便利です。

管理玄関側 （2010年設置） 正面玄関側（2018年設置）

携帯の待ち受け
画面にしたら、
いいことドンドン
起こるかも！？

大
ホ
ー
ル
入
口
の
階
段
手
前
に
チ
ョ
コ
ン
と
座
り
、開
館
以

来
ず
っ
と
お
客
様
を
お
出
迎
え
し
て
い
ま
す
。ほ
ほ
笑
み
を
た

た
え
た
黒
い
顔
の「
ド
ン
ド
ン
太
郎
」。何
と
も
言
え
な
い
愛

嬌
を
感
じ
ま
せ
ん
か
！〝
ど
ん
ど
ん
お
客
様
に
足
を
運
ん
で

も
ら
い
た
い
〞と
い
う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

正
面
玄
関
の
階
段
を
上
っ
て
い
く
と
見
え
て
く
る

大
き
な
球
体
。こ
ち
ら
、三
尺
玉
を
モ
チ
ー
フ
に

作
ら
れ
た
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
で
、な
ん
と
実
際
の
三

尺
玉
と
同
じ
重
さ
な
ん
で
す
！！ 
昔
は
、こ
の
三
尺

玉
が
数
セ
ン
チ
下
が
っ
て
き
た
ら
雪
下
ろ
し
を
し

て
い
た
と
か…

…

。（
改
修
工
事
を
し
た
の
で
現

在
屋
根
は
下
が
り
ま
せ
ん
。）

客席の車いすスペース
＆車いす貸出

おむつ替えシートも
あります。

正面玄関からも

エレベーターで
上がれます。

大
ホ
ー
ル
緞
帳

サ
イ
ズ
／
２０
ｍ
×
８ｍ

開
演
前
に
ス
テ
ー
ジ
に
降
り
て

い
る
幕
、市
立
劇
場
の
緞
帳
を

ご
覧
に
な
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
デ
ザ
イ
ン
の
タ
イ
ト

ル
は「
躍
進
す
る
長
岡
」。上
下

左
右
に
伸
び
て
い
る
線
は
躍
動

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
現
し
、こ

の
華
麗
な
色
彩
は
、輝
け
る
将

来
、そ
し
て
明
る
い
市
民
と
そ

の
健
康
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

ど
ん   

ち
ょ
う

開
館
以
来
変
わ
ら
な
い
市
立
劇
場
の〝
3
大
シ
ン
ボ
ル
〞を
ご
紹
介
！

ご
来
館
の
際
は
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

スタッフこぼればなし

夜中に片付けが終わり、ホールの明
かりを消そうとすると......誰もいない
はずの調光室から、赤い傘をさした
おばあさんが客席を覗き込んでいる
のが見えたとか......！？

劇場には怖い話がつきものです。
市立劇場にもあるんです...。

みてみて！
ココにも
注目

春春まつりまつり劇場
50周年

［演奏曲］
●天地人　●ジュピター
●ラデツキー行進曲 ......ほか

～50周年の歩みをポスターで振り返る～

小学生から90代の方まで幅広い年齢
層の方からたくさんのご応募いただき
ました！ 最優秀賞を当日発表します！

開場13：00
開演14：00

大ホール
メモリアルイヤーの開幕を祝うステージイベント
を開催します。あたたかな春に、みんなで開館
50周年を一緒にお祝いしましょう！

みんなで祝おう
オープニング
ステージ

祝50周年に
ぴったりな曲や、
大人も子どもも
楽しめる曲が
満載！

ステージで
迫力の書を
パフォーマンス

入場無料
（要整理券）

整理券配布開始：3/10（金）

配布場所／
長岡市立劇場
長岡リリックホール

※未就学児のお子様もご入場いただけますが、
　周囲のお客様にご配慮とご協力をお願いします。

高橋なんぐさん
（新潟お笑い集団 NAMARA）

川柳
選者

夏井なつき先生

俳句
選者

来場
特典

定期的に展示内容を
変えながら年間通じて
実施しています！

2024年3月末まで日
ぜひご来場ください！

開館50周年特  集

昭和48年10月開館。半世紀にわたり、優れた音楽、演劇、舞踊等の鑑賞の場として愛されてきました。
みなさまへの感謝の気持ちを込めてお届けする、

ときめきと笑顔あふれるアニバーサリーイヤーが始まります。

（映像出演）

長
岡
市
立
劇
場

ア
レ
・
コ
レ

座席
シート

床

天井

床はより滑りにくく安全な素材になりました。
色も優しいベージュになり、明るい雰囲気に！

天井はよく見ると形状が変わっています。
どの座席にも、よりダイレクトな音が届くようになりました。

After

Before

座席シートの色が落ち着いた赤になりました。さらに抗菌
仕様に！出演者の方は客席が赤いホールでは気持ちが
高揚し、パフォーマンスがより良くなるそうです！

コロナ対策で距離を取るためなど、ス
テージを広く使えるように、ステージ前方
に継ぎ足しができるようになりました！

より快適に
ご利用いただくために 改修前・後の大ホールを

くらべてみよう

耐震強化をした大規模改修（2016～18年）

23



長岡リリックホール開館以来、“澤クヮルテット”のコンサートを
毎年開催し、弦楽講習会を通した地域交流など、多岐にわたっ
て長岡の芸術文化を長年支えていただいています。そして、昨
年6年間にわたった東京藝術大学学長の任期を満了され、人
生の第二ステージを迎えてますます充実した活動を展開され
ているなか、このたび市立劇場50周年の公演プロデュースを
引き受けてくださいました。この豪華な顔ぶれは、日本の芸術
文化を牽引する世界的ヴァイオリニスト澤さんのご人徳が
あってこそ実現に至りました！

1979年、東京藝術大学大学院修了。数 の々国際コンクールに入
賞し、イザイ・メダル、ボルドー音楽祭金メダルを受賞。'80年より
文化庁在外研修員としてロンドンに派遣される。'84年に東京藝
大に迎えられるとともに本格的な演奏活動を開始し、'89年に
は、文部省在外研究員としてロンドンの王立音楽院に派遣さ
れ、この時期、アマデウス弦楽四重奏団メンバーとの出会いによ
り澤クヮルテットの結成を決意。2004年、和歌山県文化賞受賞。
東京藝術大学音楽学部教授、音楽学部長を経て2016年より
2022年まで東京藝術大学長。東京藝術大学英国王立音楽院
名誉教授。東京大学先端科学技術研究センター・フェロー。

Profile  澤 和樹 ヴァイオリニスト

東京藝術大学教授であ
り、紅白歌合戦に出演した
ロックバンド猪苗代湖ズの
ギタリストでもある。

箭内 道彦（進行）
演奏活動のほか、映像音
楽提供、アーティストプロ
デュースなどマルチに活躍
中。東京藝術大学卒。

榊原 大（ピアノ）
自らを“チェロ芸人”と称し、
ジャンルを超えた活動を展
開中。東京藝術大学卒。

藝大卒業生や、現役大学
院生による、この公演のた
めだけに結成された実力派
アンサンブル!

柏木 広樹（チェロ）東京藝大・米百俵アンサンブル
大物アーティスト達が信頼
するギタリスト。
４月、cobaさんのライブでも
リリックに登場！

天野 清継（ギター）

1990年に結成され、日本屈指の弦楽四重
奏団。以来不動のメンバーで充実した活動
を展開。メンバーの大関さんは長岡出身。

澤クヮルテット

プロデューサー  澤 和樹さんをご紹介

どうする太郎第10代東京藝術大学長
澤 和樹プロデュース 葉加瀬太郎／エトピリカ、情熱大陸

J.S.バッハ／2つのヴァイオリンのための協奏曲
ブラームス／弦楽六重奏曲第１番  第２楽章
ピアソラ／リベルタンゴ　　　…ほか
※曲目は変更となる場合があります。

気になる内容を
ちょこっと紹介♪

６/２５日

私
の
長
岡
デ
ビュ
ー
は

約
40
年
前
の
長
岡
市
立
劇
場
で
し
た

　
私
が
主
宰
す
る〝
澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
〞は
、メ
ン
バ
ー
の

大
関
博
明
さ
ん
の
出
身
地
で
あ
る
長
岡
に
、1
9
9
1
年

の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、毎
年
欠
か
さ
ず
伺
っ
て
い
ま
す
。室
内

楽
と
い
う
演
奏
形
態
か
ら
、長
岡
市
立
劇
場
で
の
公
演

は
、そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、実
は
私
自
身
の

長
岡
デ
ビュ
ー
、そ
し
て
大
関
さ
ん
と
の
数
奇
な
ご
縁
は
、

1
9
8
4
年
10
月
、長
岡
市
立
劇
場
で
の
長
岡
交
響
楽

団
第
14
回
定
期
演
奏
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。当
時
、群
馬

交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
大
関
さ
ん
が
、こ
の
演

奏
会
で
は
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
協
奏
曲
を
共
演
予
定
で
し
た

が
、本
番
直
前
に
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
、出
演
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、指
揮
者
の
依
頼
で
、急
遽
私
が
代
役
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。大
関
博
明
さ
ん
の
お
名
前
を

知
っ
た
の
も
こ
の
時
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
40
年
が
経
っ
た
い
ま
、長
岡
の
音
楽
や
芸
術

の
中
心
を
担
っ
て
き
た
長
岡
市
立
劇
場
の
開
館
50
周
年

記
念
演
奏
会
の
プ
ロ
デ
ュー
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

格
別
な
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

「
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
」を

長
岡
市
立
劇
場
と
い
う
空
間
で
|

　〝
澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
〞の
活
動
や
、リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
の

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
指
導
を
通
じ
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
魅
力
を
こ
れ
ま
で
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
来
た
皆

さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、今
回
の
演
奏
会
で
は
、ク

ラ
シ
ッ
ク
、ジ
ャ
ズ
、ポ
ッ
プ
ス
…
…
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に

と
ら
わ
れ
ず
、音
楽
の
普
遍
的
な
魅
力
に
触
れ
て
い
た

だ
く
、絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。多
く

の
皆
さ
ま
と「
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
」を
長
岡
市
立
劇

場
と
い
う
空
間
で
共
有
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

独自の世界観を展開する、日
本一有名なヴァイオリニスト。
澤さんとの交流は約４０年！
2022年4月１日付、東京藝術
大学客員教授就任。

葉加瀬 太郎（ヴァイオリン）

楽しいトークが
盛りだくさん！

特別編成で
あの曲が聴ける！

長岡市立劇場・大ホール

全席指定  S席 ７,０００円　A席 5,０００円
〈リリックm.c.先行販売〉4/11（火）  〈一般〉4/13（木）

開場 13：15  開演 14：00 ※未就学児
　入場不可

長
岡
市
立
劇
場
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

半
世
紀
と
い
う
短
く
な
い
時
間
を
長
岡
市
民
に
愛

さ
れ
続
け
た
素
敵
な
ホ
ー
ル
で
、私
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
師
匠
で
あ
る
澤
先
生
と
藝
大
の
仲
間
た

ち
と
公
演
で
き
る
喜
び
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
！

公
演
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　スペシャルな企画が用意されている、長岡市立劇場開館50周年。その第一弾として、第10代東京藝術大学長 澤和樹さんがプロデュースする「どうする太郎」
の開催が決定しました。メインゲストはヴァイオリニスト葉加瀬太郎さん！そして、澤さん自身が率いる澤クヮルテットをはじめ、クラシックやポップスなど他ジャンル
で活躍するミュージシャンの方々が長岡に集結し、様々な角度から音楽の魅力に迫ります！この特別企画のプロデューサーを務める、日本クラシック界の重鎮
澤和樹さんに、このコンサートのみどころをお伺いしました。

特報 長岡市立劇場開館50周年記念事業

葉加瀬太郎が長岡初見参！葉
加
瀬
太
郎
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

出演者紹介豪 華

魅
力
満
載
！

唯
一
無
二
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
や
日
本
で
最
も
活
躍
し
て
い
る
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
、葉
加
瀬
太
郎
の
長
岡
初
見
参
。

実
は
藝
大
受
験
前
の
高
校
2
年
生
か
ら
私

に
弟
子
入
り
。無
事
、現
役
合
格
を
果
た
す

も
1
年
生
の
藝
祭（
大
学
祭
）で
、ポ
ッ
プ
ス

の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
、そ
の
世
界
に
…
。

以
来
、パ
ッ
タ
リ
と
レ
ッ
ス
ン
に
は
来
な
く

な
り
、行
方
不
明
？
に
。音
信
不
通
が
長
ら

く
続
い
た
後
、世
界
の
歌
姫
、セ
リ
ー
ヌ
・

デ
ィ
オ
ン
と
の
共
演
で
大
ブ
レ
イ
ク
。

　
今
回
の
演
奏
会
で
は
、ク
ラ
シ
ッ
ク
、

ジ
ャ
ズ
、ポ
ッ
プ
ス
の
垣
根
を
越
え
て
の
師

弟
共
演
、葉
加
瀬
、柏
木
、澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト

に
よ
る
室
内
楽
で
の
ガ
チ
の
対
決
、藝
大

の
卒
業
生
、現
役
大
学
院
生
に
よ
る
こ
の

日
の
た
め
だ
け
に
結
成
さ
れ
る「
東
京
藝

大
・
米
百
俵
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」と
の
共
演
、日

本
を
代
表
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、箭
内
道
彦
に
よ
る
進
行
で
、音
楽

の
魅
力
満
載
の
唯
一
無
二
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

音楽ってこんなに楽しい！
ジャンルを越えて、藝大第10代学長 澤和樹と葉加瀬太郎の師弟共演

今年も
10月8日にリリックホールで演奏会を開催！

どうする太郎
や  

な
い

長岡初見参！
恩師・澤さんとガチ対決
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ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
え
た
い
！

　
父
か
ら
小
学
4
年
生
の
と
き
の
誕
生
日
に
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
…
が
、半
年
く

ら
い
ケ
ー
ス
か
ら
出
さ
ず
に
い
ま
し
た
。父
が
趣
味
で

や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、演
奏
す
る
父
の
姿
か
ら〝
お

じ
さ
ん
の
楽
器
〞と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、ど
う
し

て
も
や
る
気
に
な
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね（
笑
）。

　
そ
ん
な
時
、担
任
の
先
生
が
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
方
で
、先
生
方
を
集
め
た
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

を
結
成
し
た
ん
で
す
。全
校
朝
礼
で
歌
を
披
露
す
る

か
ら
伴
奏
し
て
欲
し
い
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
初
め
て
、ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
使
っ
て
み
よ
う

か
…
と
な
り
、よ
う
や
く
ケ
ー
ス
か
ら
出
し
、わ
ず
か

3
日
の
練
習
で
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
僕
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た

わ
け
で
す
が
、友
達
の
反
応
が
お
か
し
か
っ
た
。当

時
、ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
漫
才
師
や
の
ど
自
慢
の
伴
奏

用
と
い
う
立
ち
位
置
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
で
ピ
ア
ノ
伴
奏
し
た
と
き
は
褒
め
ら
れ

た
の
に
、こ
の
時
は
冷
や
か
さ
れ
た
り
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
。こ
の
時
の
感
覚
は
一
生
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
！〝
な
ん
で
こ
ん
な
素
敵
な
音
が
出
る

楽
器
な
の
に
、こ
ん
な
風
に
し
か
受
け
止
め
ら
れ
な

い
ん
だ
ろ
う
〞と
い
う
疑
問
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、す
ご
く
落
胆
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
僕
の
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
人
生
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
時
か
ら〝
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
た
い
。常
に
新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
や
る
！
〞と
、

反
骨
精
神
み
た
い
な
想
い
を
抱
え
な
が
ら
30
年
間

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
き
ま
し
た
。僕
に
と
っ
て
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
は
、大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ〝
未
来
の

楽
器
〞で
す
。そ
の
楽
器
に
秘
め
ら
れ
た
大
き
な
可

能
性
を
自
分
の
活
動
を
通
し
て
、こ
れ
か
ら
も
多
く

粘
り
強
い
雪
国
人
特
有
の
性
格
は

僕
の
人
生
に
大
き
く
プ
ラ
ス
に
！

　
新
潟
の
友
人
達
と
は
い
ま
だ
に
交
流
が
あ
り
ま

す
。新
潟
県
民
の
持
つ
粘
り
強
く
、少
々
の
こ
と
で
は

へ
こ
た
れ
な
い
雪
国
人
特
有
の
性
格
は
、そ
の
後
の

僕
の
人
生
に
大
き
く
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。国
際

コ
ン
ク
ー
ル
や
演
奏
会
、最
近
で
は
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
音
楽
の
作
曲
、編
曲
等
々
の
仕
事
で
徹
夜
が
続

き
、つ
い
つ
い
根
を
上
げ
そ
う
に
な
る
時
、い
つ
も
こ

の
粘
り
の
あ
る
性
格
に
助
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。ど

こ
ま
で
も
続
く
田
園
風
景
を
見
る
と
な
ん
と
も
懐

か
し
い
気
持
ち
に
な
り
、熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
す
。そ
し
て
、少
年
時
代
を
お
米
や
魚
、野
菜
を

は
じ
め
美
味
し
い
も
の
で
い
っ
ぱ
い
の
新
潟
で
10
年
間

過
ご
せ
た
こ
と
で
、舌
の
感
性
も
ぐ
っ
と
鍛
え
ら
れ
、

そ
の
後
も
美
味
し
い
も
の
に
出
会
う
た
び
、い
つ
も

新
潟
に
感
謝
の
念
が
沸
き
上
が
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
た
び
何
度
も
公
演
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
、ま
た
演
奏
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
、大
変
有
難
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。し
か
も
、僕
の
誕
生
日
に
演
奏
し
な
が
ら
、ま
た

1
年
、歳
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
、こ
の
上

な
い
幸
せ
で
す
。長
岡
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る

こ
と
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
、一
緒
に
盛
り

上
が
り
ま
し
ょ
う
♪

〝
サ
ム
ラ
イ 

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
〞に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込
め
た
想
い

　
C
D
デ
ビュー
30
周
年
を
記
念
し
た〝
サ
ム
ラ
イ
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
〞。数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、変
わ
ら

ぬ
想
い
を
抱
き
走
り
続
け
て
き
た
信
念
を〝
サ
ム
ラ

イ
〞に
例
え
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
ア
ル
バ
ム
は
30
年
間

や
って
き
た
金
字
塔
で
は
な
く
、絶
え
ず
新
し
い
も
の

を
追
い
求
め
て
き
た
人
生
に
お
い
て
、〝
31
年
目
の
始

ま
り
〞と
い
う
意
味
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。ラ
ッ
プ
と

の
共
演
な
ど
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
つ
つ
も

c
o
b
a
ら
し
い
曲
も
織
り
交
ぜ
た
、僕
の
新
し
い
世

界
を
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
3
年
間
、国
内
外
の
ツ
ア
ー
や
フ
ェス

テ
ィ
バル
が
キ
ャン
セ
ル
の
嵐
で
し
た
。そ
の
中
で
、1
年

半
か
け
て
47
都
道
府
県
ソ
ロコ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
何

と
か
50
公
演
決
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。感
染

を
避
け
る
た
め
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
運
転
を
交
替
し
な

が
ら
車
で
7
万
キ
ロ
移
動
し
ま
し
た
。ツ
ア
ー
中
に
急

遽
延
期
に
な
っ
た
り
し
て
、め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
行
程
に

な
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、お
客
様
や
関
係
者
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
の
ツ
ア
ー
で
し
た
。こ

の
経
験
の
お
陰
で
、僕
ら
が
演
奏
で
き
る
こ
と
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
は
な
く
、ラ
イ
ブ
は
多
く
の
方
々
が
創

り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
奇
跡
の
一
日
な
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。〝
一
音
一

音
を
大
切
に
紡
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〞と
い

う
思
い
で
こ
の
ツ
ア
ー
に
臨
み
ま
す
！

〝
徳
永
兄
弟
〞に
つ
い
て

　
実
は
今
回
が
初
共
演
な
ん
で
す
。彼
ら
は
ス
ペ
イ
ン

の〝
ス
タ
ー
誕
生
〞的
な
番
組
で
注
目
さ
れ
、S
N
S

上
で
話
題
と
な
り
、フ
ラ
メ
ン
コ
が
大
好
き
な
僕
は
以

前
か
ら
注
目
し
て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、同
級
生
か
ら

〝
母
校 

鳥
屋
野
中
学
か
ら 

す
ご
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出

た
ぞ
〞、と
新
潟
日
報
の
記
事
と
共
に
L
I
N
E
が
届

き
ま
し
た
。び
っ
く
り
し
ま
し
た
し
、一
気
に
親
近
感

が
沸
き
ま
し
た（
笑
）。し
か
も
、彼
ら
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
古
い
付
き
合
い
の
知
人
で
す
。色
々
な
縁
が
重
な

り
、今
回
の
共
演
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、若
い
世
代
か
ら
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

フ
ラ
メ
ン
コ
の
才
能
が
生
ま
れ
出
た
こ
と
は
、と
て

も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。ど
の
よ
う
な
ラ
イ
ブ
に

な
る
か
、期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。そ
し
て
、今

回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

3歳から音感教育で音楽に接し、18歳でイタリアに留学。アコーディオンの頂点を目指す学生が世界各地から集結する名門
校、ヴェネツィアのルチアーノ・ファンチェルリ音楽院アコーディオン科を首席卒業。ウィーンで開催された世界アコーディオン
コンクールを始め、数々の国際コンクールで優勝。ヨーロッパ各国でのCDリリース、チャート1位獲得など、“coba”の名前と音
楽は国境を越え世界の音楽シーンに影響を与え続けている。2017年10月、「アコーディオンの聖地」と呼ばれる、イタリアの
カステルフィダルド市から“アコーディオンのイメージを著しく改革した功績”により、日本人初の名誉市民賞を授与される。
2021年11月にデビュー30周年を迎え、ユニバーサルミュージックより記念ベストアルバムをリリース。2022年10月通算46枚
目のアルバム「サムライアコーディオン」をリリースし、2023年2月より全国ツアーを開催。

Profile  coba

新潟市出身。幼少期より父、徳永武昭のもとフラメンコギターを
始める。中学卒業後スペインへギター留学。日本フラメンコ協会
新人公演奨励賞ギター部門を兄弟共に2年連続受賞。兄はスペ
インのセビージャにてCERTAMEN ANDALUZ FLAMENCOS
アンダルシアフラメンココンクール準優勝。弟は2019年にスペイ
ンのバルセロナでの国際コンクールで決勝進出し4位に入賞。
日本とスペインを行き来し、様 な々舞台にて活躍。

Profile  徳永兄弟

アコーディオニスト・作曲家

フラメンコギターデュオ

の
方
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、僕
の
演
奏

か
ら
ぬ
く
も
り
や
生
き
が
い
と
か
、そ
う
い
っ
た
こ
と

を
お
客
様
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
僕
の
幸
せ
だ

と
思
って
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、僕
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
デ
ビ
ュ
ー
の

き
っ
か
け
を
く
だ
さ
っ
た
担
任
の
先
生
は
長
岡
の

方
。今
で
も
僕
の
ラ
イ
ブ
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す（
笑
）。

自身の誕生日に
30周年記念ライブを
リリックホールで開催決定！

スペシャルインタビュー

　3歳から14歳の多感な幼少期を新潟で過ごし、い
までは国内外の音楽シーンに影響を与える世界的
アコーディオニストとして躍進を続けているcobaさん。
2021年11月にデビュー30周年を迎え、ニューアルバ
ム〈サムライアコーディオン〉を引っ提げ6年ぶりにリ
リックホールに登場！そして、その開催日がcobaさんの
誕生日というスペシャルなライブとなります。
　ふるさととも言える新潟での思い出や、長岡公演へ
の想いをお聞きしました。

アコーディオニスト

長岡リリックホール・シアター

ｃｏｂａ ｔｏｕｒ 2023
サムライ アコーディオン

弾きすて御免！ 全席指定  5,500円 ※未就学児入場不可

［出演］
coba（アコーディオン） 天野清継（ギター）
天倉正敬（ドラムス） 内田義範（ベース）

ゲスト／徳永兄弟（フラメンコギターデュオ）

開場15：30
開演16：004/29土 祝

ラ
イ
ブ
の

co
b
a
さ
ん
に
き
い
た

見
ど
こ
ろ

同じ中学校出身！
長岡で初共演♪

徳永健太郎
（兄）

徳永康次郎
（弟）

好評発売中
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